














論文審台委員 二七内教授 山野慶樹 副主代教授 西沢良記
副主査教授 本1I 博資
論文内容の要旨
組織 L学とは白家細胞と:t分解性高分子化合物などの細胞情苔のための足場を組み合わせる乙とにより、
移植可能な組織を構築させる方法を研究する学問である。組織t学的手法を用いてlnvitroで骨形成を行わ
せることが可能となれば、外傷や先天異常により生じる骨欠損など、自家移植骨が不足する症例に対しイ有
効な治療法となりうるO 本研究は組織工学的手法によるrnvilroでの骨形成に必要と考えられる培養条件に
関しての研究である。
牛件;内において、骨組織形成には適度な駿素と荷重負侍が必須である。そこで我々はシリコン薄膜とプ
ラスチックチュープを用いて工夫し、培養中の細胞に対して静水圧負荷の動的な変化と適度な酸素を岡崎
に供給しうる凶転培養装置RolationalOxygen-perme油 le1うioreactorSystemCROBS)を独白に開発し
た。はじめにROBS中の細胞培養液における酸素、二酸化炭素、 pHの変化を測定しそのガス交換能につい
て検討した。その結果、 ROBSは宙開平等需であるにもかかわらず、非閉鎖式の細胞培養皿と同様のガス交
換能を有することが証明された。次に民0138を用いた場合の実際的な骨形成能を調べる実験を行った。 3-
7日齢のラットから採取した骨髄聞葉系間質細胞由来の骨穿細胞を、多孔性かっこ次元形成した生分解性
高分子化合物 (poly-DL-lactide-ω-glyωlyde:PLGA)を足場としてHOBS中で培養し、その骨形成能を
組織学的に調べた。結果、培養2週日で汁芽細胞に特徴的な細胞配列と細胞外基質の産生が確認され、さ
らに細胞外某質内にはミネラル沈着が見られた。培養7週日では石灰化がPLGAの断面全てにみられ、骨
細胞様の細胞を伴う骨形成が確認できた。この研究によりJnvitroにおける組織L学的骨形成に際しROBS
が省効であることを示した。
論文審査の結果の要旨
組織工学とは自家細胞と生体内分解性高分子化代物などの細胞培養のための足場を組み合わせることに
より、移植可能な組織を構築させる方法を研究する学問で、この組織l学的'f-;法を用いてI丸山troで骨形成
を行わせることが可能となれば、外傷や先天異常により生じる骨欠損など、自家移植骨が不足する症例に
対し有効な治療法となりうるの本研究は組織工学的手法により!nvitraで・の骨形成を行なう方法を研究・開
発した。
生体内において、骨組織形成には適度な酸素と荷重負荷が必須である。そこで、シリコン緯膜とプラス
チックチューブを用いて正夫し、 IE-益中の細胞に対して静水圧負荷の動的な変化と適度な酸素を同時に供
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給しうる凶転培養装置RotatioM.lOxygen-permeable Bioreactor System(ROBS)を独自に開発した。
はじめにROBS中の細胞用益液における酸素、 二酸化炭素、 pHの変化を測定しそのガス交換能について検
討した。その結果、 ROBSは密閉容器であるにもかかわらず、非閉鎖式の細胞培養皿と同様のガス交換能
を有することが証明された。次にROHSを用いた場合の実際的な骨形成能を調べる実験を行った。 3-7
B齢のラットから採取した骨髄問葉系間質細胞白米の骨芽細胞を、多孔性かっ三次元形成した生体内分解
性高分子化合物 (poly・DL-lactidc-co-glycolydc:PLGA)を足場としてR013S中で培養し、その骨形成能
を組織学的に調べた。その結果、培養2週目で骨芽細胞に特徴的な細胞配列と細胞外基質の産生が確認さ
れ、さらに細胞外基質内にはミネラル沈着がみられた。培養7週目では石灰化がPLGAの断面全てに見ら
れ、骨細胞様の細胞を伴う骨形成が確認できた。この研究により[nvitroにおける細織工学的骨形成に際し
ROBSが有用であることを示した。
以上の研究は再牛、庚工学および整形外科領援における骨組織の再牛ーについて新たな知見を加えるもので
ある。よって本研究者は、博士(医学〉の学位を授与されるに値すると認められた。
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